
ll4 P甘.芯ませ fl=約す b打た

穀中K'吐 T｡lこ地顎の敬火i1度から句iA
を姫L'r_l服 .即ち 186-J6-170oCをとlh

s又びpはAtl朋肌L:より､C及びγはtH政
次■)にJ:tI計tP.LTこ他である｡比のitD合に於
でもri.火の姓rJ乙対して娩g!の数Jn状胎lニ上
る鮮呼がPt大不.群火YRbbLの場合と同伐な相隣

で柁ほれてゐる｡hloIに放ては状癖Ⅰ.lL
Ⅱ全般t:TLLb.hTo2以下比状態nlに於ての
みlBq定したO租られた dの故は炎排群書lIll
lこ於ても若干D頼弗Eibるが,之は仙姓の好

くK′壬軌 hするにあ1:D世故穀のtk仏_pln
ひた1二めLこ竜琉材11の耗ZEが関田であり､Jt

の試料に封rる Jぐの正確'L位と涼し1tは い
ことに一因があると息はれる｡

!e鴨の長さと可決I:矧こする試料.ニ放き',C

験した籍北､･'･.火の軌あーこ封する価格の長さ
の形守は匪められTSかつT:｡ No･1､秋野Tl
に耽き垂紙秋空Onに於で肌と同じ鎌作T.二
束鎖し†二鉛兆と'Ttせば衣･3の如くで､.･Jj火､
不占火は屯伯の長さに無JX僻のblくであ るo
Noe以下に款でも之と同校た枯淡川谷らrL

た｡
占火力thが℡giの長さrE無内院7LbとすTL

ば､同一帝切の試料rL放てH.火力FrD仏に.Xyl
典J)生す.ろの.三宅領の正作､此奴故等の不rdr
に上る他に潮 と也琴との接窮状虫 も̂ ･',TL
JTt当であらう｡

賀 3

LtTF=
の長さ)手古典 E とnz'果 I ilz黙
しInm) ('I)1托) HII
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Ⅳ. 杜 括

各坪訳抑 二枚で紺ちれ丁ニqの値が各 多々,A,
淋るとは5=･へ桁はづ)LのJ2伽士L'}く､比の松
盟上1)./･火31横の桔仇JL知引乙は(2)式をIU
ひて溢XIiVlものと認められる｡但し触 収
抱草々/_･火葬とそるg合に●iめ準D宅gt耽B
がh-火の丑弘に形T･することに托澄 む申 す

るofl溝の長さは蝕 椎以上の長さに放ては

.A-火増収に脚托しTIいと見赦されるが､(2)

式からいlJlかな如く完備の太さの影呼.i甘大
である｡経って瞬間的桝 でlL(列迎亭〟にして
群頚と行ふ朝倉にL!i火的腔･k良好にするt:ll
1E値に瓜搾､比祇抗の拍つ†二㈱ 女川ひるこ
と 綿ゝ顎D延軌=頒する部分の秋恨4･IIIポる
だけ一心こすることがJR顎である038枚l細
葉で放牧の鎌伴と裂創こ清廷させることはfs

か二かtE杜な問題でみると恩はLlる○

交 歓

t) ド.D托ko〆 ZS･S ,那.nOO(lml)
ゴ) 71aAA_二it.崩 664 (L9山1
3) 恥 II叩 ･DrdoPf Spztn言もtOILeundZ-
imdTnltteI.204(1935)

LL) 川上 Ⅰ､7
･5) H.L_ 19rl,KThZkopti.Sら.-'9.73(1
lLrLu)

(･) LartdoI'.･LlorrLStem PhllLkn=9{heCherrll
khcT血 ZZen.HJ>IgTnanH且TLdboo･(oT

ch･mLtlryandPh)'Blcs.
ll+丁亡羊■仝Ll i-Jd汀fll.

JthL

化 合 火 薬 蕪 の 発 火 鮎 と 孝 火 機 構 (II)

(i.1 抑 'jf;串3JJ20日 交 現)

だ rrl 匂◆

Ⅱ 弟二法に上る火葬在火*稔

(t) 乎鵬 ZE及び方法
'叔XI火車耶-工学移火yS今故逓
JJltH11汁rpE

瑚482叫 zTJ
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界-汝では懲火に彰啓を及l2'す凍一の出1･ Eが 汲火ホカ■如 el

についてtrtすることbt叫 tlO'17･寸廿Li l一一｢ -＼ l･,り =

lLる｡下方1り7ルメルクt

･メr･朱怒Tiを押入して密閉する｡上部珊管は雪
火監力を妃称す るi;:穀べp-圧力計及び

Pl琳最終0捜敬及び腰カケ伊節1Z'耕急ポンプ
又はeE'/ブに連打する.上郷の庶合せ歪には瀦奴の支

えを偶してそo下rL小袖 甘(4･-4.3mm.
I-こkmlとq)して一文Jtの火葬を入れ

る｡兼｣こねには揮いゴム管で来い･だガクス
枠とさきPi群星力がT支出姪に主さする

と吹きと.i;t菜にする.価,戸に開けた小敵は

側方からの糾明lこよひ発火の状況と祝祭1る
岱成ひは紫外執照射の影帝を･見るiSのものであ
る｡紫外扱光灘としてlまIOAmpa),

H小米瓢 光を媒光して脚 に.FLやjL1.'｡

万世;は花象がが一定i旦姓にT>'つ1:時柵 を伊中に
入rtで丘とし発火E:至る状況と叙勲すると井lt兵火の握力を

回持 FヲJ.Lこ巻いた鎌紙 トに肥錬Tるのである｡

も附 は釣報に於て用いT:ものと同一である｡(2)BE火鋸 の亀轟と載火墨力曲強の三顎定

軸 性伴:淋 50mg を･:托拝辞 (任47mm.
長3cm)に入れる｡外滋牢草生二を横は 抑

C_C..&力組 用政男触 変6cm/see,



ll6 工 藩 欠 点 A甘珪 恭 9菅 井 114サ

い●
Illピタ')ンほ.ビ7リン於丁ンモン,ど
タリンRjl,TT･1)-A,.～+シール.及Tr
へJtン-ゲンの苑火的指はベントlJツトと良
く似てi'わだ1)曲舶 コにも朱相身火の投新
が切か[:見られる｡ベント1)ツtLに比し放兼
jLが少いた1.'.PID色は赤く米幕);必暮され
る｡壬耗暮下o戦火状斑もよく似ている.
JlJj ll)主 トL･トJL･エン.チエIPナ,/タ
レン . fニItZベンゼン.且びfiトt7ト̂ -
エン:i号火15秒まILAlじであるが兼打I低境b;並
しく亡且'94=桝 にヰ雅LJS力上Jt.三突糸竹
である｡甘LjL:I;チヂサムを荘)拝見しつヽ
葡するときもJ{チfウム｣.哨 報土哲也L､仲条
的 ごあること上りも.これらの分#ガス中に
は接触 の中心と'}る蓋が7縫すると即ニ
iLる｡ ト1)こt･トルエンが比紗 】托iiで特に
汝し(LE急することは約･Ja')lr･ある｡チ エ ト
I,化合与りD噂合は非常(:高温でtf.カで竜 火 が
起るので竹林が窄BTJので2'らうo
iv)ヂ丁ゾヂ占トpフユノーJt･及びピタ1J
ン仕掛3帥 広一11沸EF秋G.をiaT飽く敬火
LE力上梓比企汝である｡叫化ねは苛火する
i左内詔!では佃等D世はう;Rちれ'3い｡射炊地
類は若干D分辞を牝するが懲火は欠改b爽葡
的でJJるが等t化解のfRTL銘さはTE1..｡エータ
7L･7 ,̂ヨーJt･'t'肘 とLl二輪準は歴J】教eF.bT明

Lg3 泳火FnPL文 句 専

白>_二射管を示してろろ rBI2)｡8状の甘告
は井田反Etが汝 しく生するので洩初の焚火申

.i.が束柵にi=あるか凶相にあるか汰不Lqでa)

ろ｡

沸宜し1=出力曲tyl=時一山がごつ又はモTt
以上生することさてあ る.こftは耕 下の恐大
のだ明かに改められる■!:HA'托 せ蟹が幕岩下
にB:Iてら多少発現はnるものとして三千帯され
ろ｡

(3)老犬立直と伊井*
前途D如く火脚 ))勲苛火が丸1把i.杓に於

て生するもDで九11ば.笥仏戯 こ放けるqi
鼻墨力に相当した現奴が税旺れる誓{･･t,る｡
CPら漆番D容坊又は幹科の丑が担jbでれ.=焚
火i且鑑は捗劫するであLう.従来の文Bでは

この四拝を調べた ものは見食らL)のJP71式は
図1の真正を用い甘火iAd と駅外LtO捕抹曲
舟4･14維D胸 わーこついIC求めr:小

顎跡 を一糾 .ま小℡ 日掛.7mm,i之=･llJ
crn)に入れ全容依36OC.C の訳牌 内l二入
れて輯l'a加熱し,各iJ皮に於て恐火する帆罪
責tとlOmg朋FAにて.火治る｡羨土の認網は
10-159mgとした｡
測kru'典を図3I:'J-.-す○国中の曲牡は唄う,
た戦火の担めらrtるFl壬外嬢でこの奴の下方L:
千の所{･j如､光のE8めらrtるyt域がイ''Yf:.する

恥■… Jー3一〇上rJ

+ヽ叫 ■● 飛 一

千 ~ タ ○鷲■● 一一

写 !.iゝ pS芸■¢ 7
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款とtLL破る幸先以下では阪井替火｡古が急汝 ･̂エソ.ベンIIJ'7トの三社で拙射 1炎1に

に上昇する,これは瓶 が少くなるとも相に 示す○

号火中心が生T.る鳥に必歩な供外電にi坐しに

くくTJるので分数TS分解-r界へで櫛怒的に苛
大味27=を作ることがJZ嬰なたabであると恩は

れる〇分】吊乃∃主H:和 し払くて両もこれら5;
Zi息 Llこく小手壬左的TTでは曲強のqr′..(漢に
Xy=位 と上rL･Jさの奴の巾ml)は上古芦IL=lOこする,
肝しめ群兆他柵 しにくい物ではUF.氏は1~市
に任し少且でもよく恐火する.,
折一･一I.ib代漣では 此奴は汗しく立って光
ら.そしてある桝舟に柵i圧する｡この耶界硯

蟹が凶ら火井の戦火.r'･.であって,水井的l二は
舟には余り供すfLTjい淡の箔であるが.fL丑
が多くなると分析*-久の奴Etlが鰍1らtt妖fI

Rrlに棚 きrLて反感ル 自己加熱汲沢を生する

ので明轟に つのl且鑑を｢漁火ryとして決定す

ることは不可伴に狂いO

衣1 答辞怨的D懲火野l外丑に
及l_Jナii甘

ぬ 虻♯3'rTyF FA外果m芸
JIJP a) lOO

p b) 70

ク 亡) htJ
Q A) 60

e) TL11

･1900 r) JtI
FE) 久0

1hl bl ll.

上司L=於TL/タリン欣9)限外曲技は位も上.歩
LこJJb少女l('は戦火し捷いが,HJき71｡ト

･̂エソは之I:llL,上l)任止で.上り少凧で
充分苛火しうる｡榊相で速べたl引Jl葡火LJjは
トリAtlF･トルエン158⊃C)のカがビタウ

ンBE(▲LSOOCl上I)端かつtt:Dである｡LfFL
1鵜 柳の蛙卜厨ではH ,_いり ルエソの方 ベン= クト

が托くl=71qC 31lOC. この鞍甥は4L失投
と-敦する . ei)ちトr)さい･トルエンは長

く勃すれば税 でも竜火性件が形成されるが
ピタLIン取は分糊 FILlの辰也也が7弓いESか複

特Flnに効く加熱することb;必要である｡

(4)専謙容汁のI殉F

(3)で娃 J<(こ貞鼓と同じ食味で宕誰の君臨
も3L苛火.BL.に影IFする苦であ る.甘軌三次の
7つの柏倉をとW,Lt界秦Jti･iFl起し丁二｡

a)生卵 3恥 C上糊 故 豊 盗誓

b)

C

.d

e
-

g

耶

抑洲
洲
.i

.i.

紺 小甘く慧喜怒 完

帽故 〝
密閉 n

/'併科4'軒店入れる

畑 LT二火挙はピクリン酸.トリit･ヒト

.'Al

ゴ0

40

10

2O

I..I

漁恕した遜り帆水泳は解群の容研及びgfm
齢 二七少JHLtJ,･桝 むうける.ePち解悼o東

胡ZI't小なるときは分hW'スは早く似非に越し

tL過が少いので松井Rtは少丑である.又溶捗

がrW放されているとガスの挽刑のZSrg川 舟は

相加する｡又 r)とg)の細く沢田〇枚容赦
魯如何も大2･くAZtFする,′トtFに入れられた
時はガスのiS刑が吊JIT.'T二bJJ鼓的11A!J-JI
が宕易で訂抑 丑も代下する｡

(5＼用41&件と油 の切

ビクリ-/放D骨火tこ封する月既条件D形野

に丑ての粕 鞍jR考課2Lに'7.1す｡

毅 ビクサンRto焚火糾外tに典-るIIJ

軒先件のi?欝

NLE 3か)9C
♯辞 42cc.



118 ェ 頚 火兼tA骨 姓 弟 9をL't34号
妖 鼓 Al 軸 延 性

州 (笠も認諾)
に入れてZt亀背に入t･,ち

紅旗蚊J917に入れた時

2?.茶
俊 千

束 紫

苑改it(ゴ00C･○水t点す)
iaOJL･†I./合1lJ喪束 (900ホJ,マリン水と透すI

rL u

jij E三

曳 kI

戯れ触 (uOO水tid･ナ)

泌dlJL,▼yyL200ホルーリン池泊相試)

Rdlr･･▼1Jy(仝上({也)

由アムモiT(900Tムモ三丁水idJiay.礼)
乾T▲モaTr仝上位塊)

t1)Z;トt171ル--/を 42cc廿に入rtl=咋

10CtD宗泉中に於る菓火限外丑は ヰOrrlg

で益'iを盤紫lこ代えても重 く同じ,梗ヨ手中で

は3へmgとTIb弘く舵 するJ一惣火に弔る時

Ti.1が匁軒きれる｡併し280oCにTは机外は

佃Llも50mgで,珪素未申では補選く顎火す
る｡ピタ.)ン臣の結果は穀20如 くであるが

小甘に入れると.用紙 佑D影守 ヱ全く見ら

れぬ.こrlは小管のために分ポカスとI.q肝

体 との接岸b't妨げられるからであらう｡火事1
を軸 管に直接入tLると,周囲東経か影帯が
硯はれる,併し基束,肘 ,分乗何tlのy合

もFlミ外政には登がないE,このことばト9;I
I,トルエンの袋倉 とも仰せ考-放糸は火巧分

II F .且 ば BC

.･!.
湖

相

川

5,,7

tm
叫
叫
細
10
10的
sO

sO

00帥S
S0

8

解の弟初の過投には参加しTIいが,分解物:ln

の反怨が進Flナろ際の甘柿過揺[:酸化羽とし

て作用し萄火時Fmを塩輪 し,1相 をL'BIく生せ

しめるものと考j!うる｡

釜束Erlの7k蕉鼠は反身を阻止し,ホJ'-.pリ

ンは促進する｡丁ムモ三丁は陰り彰学 が Tf
vl｡併 しこれら粟束の影蓉▲二放て._'.英治捷
件a)拝ggが月経であるので別途の研究に快た
わばなら払

攻にgt釜ポンプにて替内を 20-30mmHg
に林泉しっヽ加残し,トLIニトt･トル三ンと

ぺ./ト1Jツトの苛火取去鼎丑を濁定したE.(衣

3.と図4)

袈3 減 部 下 の 類 火

師 (15fiOcc) 20-30mm頼廉下

- ./ - 弓 望 芸
貨の如く詫虎下に於て辻任犯では】恥外主法
背 しく相加するが高弦lこTLるに杜て常鹿下と

の益が拓きD濃后には墓がlsくTjる｡
骨炭下で聾く雪火す,る物は雌 下でも又襲

い｡図3の滅歴下の醍界的扱1三分佃釣でnL丑

>150
ヽ】00

40(朗く)50 (銭くつ
10(弱く)

>160
30
20

には放b仕らずに或る強度で萄火する.この
退皮で･一三尤JJl登い分節が生1･るので塀 に1

る拡散に打克って考火中心が形成される｡甘

口に′(ヲヂサム丁スペストを置くとこのtEt外

曲奴より棚 でもrl'ヲヂクム上に苛火中心が
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形成されて他が安生する｡

(6)嚢外暮尿射の形事 ､

周1の窓を功しで 1叫V,10-lIAEZ)pの白
熱&t讃弘光と粥f･11こ黙T.射したときのn壬非丑に
封する劾鵜を調べf=｡(安･1と珂i)

衣ijt･搬照射の彰昏 (flnuO" )

守) 井 zILC
蛸.Y.~ト 尤頼T

e タ リ ン だ‡t:≡: 1::I ;7
I ,小 一ん-雷 ;;: '':, ;,:

･ y = 7 -t…器 pdO Ri:
ビタ リン俊.ト1)ニTIロトr･エン.ベント
リツIの致火災界は紫外紐にユJ)可成b護大

きLtる｡UFL一位:=この弘大された屯浅7)普
大は弱く琴には石村▲'}13/E:i･ほろL=よること
も多い,又iS淀に'=乙.=つれで～の彰事は不

で生するのIである｡来場 が大群自体の分解
を促輩でaこともあらう,併 し紫JLtWIA寸に
上5護大せられたEJAの帝大がjSいことtt矢

張 りその影旬が主に朱書糾こp-すると考えI:方
が磯節 し訪い｡

q
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次6,金魚表面の影響1t

ベンtIクト 100mg

砕 石 42LL

仝B z)王
ナ y 160

16O

Al I缶O
NI lT10

cu ITIO

AJ,Nl.Cu. Ilo

状 況

γ40'rL沸正.㍗rd尭火
15′JTT沸JE拝I不錐
仝 上

14′含LY′F.乳く焚火
11'lTiglく発火

何れも罷火tfナ

相方の火9!に射し金属の彩管 も輿 b又これ
1=けの粕 からlま明W S結晩を1=せねが銅･
ユッケル噂は脅火の限外丑を低下せ しめ懲火

に重る時Tnを頼拍する執典を持つことは明で

ある.矧 こ角の効果は常 しい.このF:虻横枠
は全 く不明であるが紫外扱Dg合と同は活性

分子の生成例えばNOまの解放促進の井iy;とし

て作用することが考-られる｡菅名は先に{V
ニ トFEクリセンの勲分取 二対 して銘dl朝lしい

浜虻作用を待つことを軽めf:がその寄合だモ

丸鳩 か以下の温度における作用であった｡
今岡は祐没で分解反感自体が殺しtr･DIPその

彩層は丘群甘しく狭はれ/)が雨も斡硝酸エス
テ .̂.ニト7,化aL物の戦火に封する促進効雛
は明かに訂屯 さ(18｡

特i:符の上矧 こa'株を班 く時も同戒の効姫

を示すことは紫柵戊腔の併蛇 として作用して

いることを示しNO!ガスに封する#多帥･lr-特
殊の作用を推定させるp

(8) 混合系の栽火

セントヲリツトしヂェチルヂ7こきルウレ

7)とナフタL,ンi･t･yニトtlトルエンjLは
ベント･)ツトにi見合し丁二ときの彩菅と,'113べf:
壬h兆と 安 7LニjrJ1-千.

蛮 7_ -t=yIヲ･Jp/ト及びナフタyンの苛大別界に及ぼす影野

幹苛 4叱.亡
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>LO 毛火せr -Tg00 0 50 9'･W 甘く

40 窮く発火 クI bO 4′21′ 副(

この /y Q b 古O LVS4' 弘く

30 ,! ク10 30 (品霊で鬼 く)
S
!

50

榊

>o
lt10

発火･tfT ll泊O t -iO S'40' 崩く
:i′l(l'広封く凝火 JIy ,', 昂O A'30' A/

4'が'l岩鵜(発火 ･y 10 t･0 8'30' γ

t:ント?リツトは托泡では良くNOlを吸
収して安定糊の役割を兆すが,誠過では その
TiO,l二三け る親和性がLpで分界を促し又NO,
と吸牧したセントヲリツトは分帝して可1蓉蛭

ガスi:争するため哲夫明細 を済少させ,香
火の時相は堤略して頚火を促進する｡
ナフタL'ンも同棲の劾火を持つ)･ペソtLLI
ツH=封 しては殆ど紺 はTLい｡併しiEE舎割

合が増すとを火が大都 こ弱くFsるのは甘ESで

ある｡

女に両成分とも津変物である砂合としてT･

リ三 ト1･トJt･エソーピタI)ン政宗ととり.一
方が非渉恐色物との報告としてHJ昌トE,I

ルエンーナフタLIy系をとって革丑 50mg

に封する耶外硬火温度の分化を見丁二BiB]5立

村T二o
ナフタレンを トリこtlT･トルエンにi見合す

ると1096迄は焚火占に菓化なく30-70Xは
約100C任下し以后缶Lこ上昇し90%で(.'争火
し15くなる,ピタ1)ン汝を混 じて行くときは

10% では壁Ft;なく以后攻邦に焚火滋.1上iI
L叫 乙ではど久ン枚の苛火.r'Jと同-と13る.

この輔曲枚を見て-長考興L=成せられるの

は浦方共触 わでbる系の賛火占D方が一方

非iI葡物 Fでbる素の蓉火PJユタFt.いと宅

う糊 である｡

上の曲奴は ト')･LトtlI/･エンのみのせ火

/･'一駅恭生曲戌に格平行していることとJI-CL
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ている,例えば50X混合0時 トリ二日目 /i･
ェンの烏封Stは25rngYbbこの丑に封する
仏界毛火汲既は330gCである.錠てこの寄合
ビグリン汝ttこの系の奇火には殆ど四民,'}く
pt･い焚火氏と持つトリ;トtzトルエンーが支配
ntJFf役割を拭じている｡芳しナフタL,ンも床

材l=宅園陳T=rlば下の曲税 i上の曲蛾に定礎

する昔であるB所 が75顔は恐X.Aは任下して
いる.これはナフタレンが帝大七促進するか

らである｡何し蓉火した後の戦きは稲者炎は
現物である時の方が故しいのは常瓜である｡

p) .I

j.叔与太●rl▼tメjl九

tF 化合犬iE5tのな火について t(I) 守大過投の分析雀兼可鮒 泉特の額火を詮胡する
粕 として勲は蓉茂と逆ql暑鼓放とがある 118HLは系

の頚生動が敬過熱に勝るとき所載埠卦 二義る

ことを蛙ペ,役者は蓮絹分枝5;連句破4!に甚るとき偲 l=薫る々投く｡肝Lこの神祭のlE

別は*野的TEものでtま13い.即ちェネJ
L･･f-の仲柘を熟の沈れとして考へるか柄低/Jl千の

群れとするか何れをZF鋭するかで遡るが災際I:はこ

の相計が多少邦瑚 しているからである｡防搬化合火

鞘の焚火も条件の敬火と刃1似しているが.m妙な粕i生

色は可熱性斜体は旺lこ可脚 と助鯛 DiR合が行は
Ll褒火t:CD車する促作が山楽ているのに

対し.化合火帯D朝倉はその介チ内のLF7･#虎tB(奄火)が生
やもBには発づ熱分解が

先行せねばTLらねことT.市もこの分AF反

古は多くは吸熱尿Jtであることで3)ち(はもD
等合は別である)｡上ま生Z)天分抄典より弔え

るZ:火覇の帝大は先づそれが熱分耕とう:>てFr

g於性混食東件と形成しこの気体Li歩 くhfO
.を艮化稲とする迷司反息)の進行により弗の
詔棟が生じ.Pi-勲陳ff=が満足さLl

れ f漁火中心k･形威してQJを費生し,この脚 きれる大

きい鮒 糸を分耕しつ､ある火考分Tに伴iBして
火車i)敬大漁場が生す･るものと推定さrtる｡

etIちこの池田は次の如く分

UTLうる,同作火繋-魚群:-Q-)
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こ､tニ1はtB繰時仰.4･は巡a分tZJ)柵
Cは一次的に教生する荊13･中心の救 (こゝで

は NOzの解tに.ib生1LるOl京子 ),/).は
焚火D生すこ飢界にi'-け･3所也中心の兼を衷

Jます. 1 式江別の形.こかくと

告)fo･-巾 -,,

式中の 0,4･は温変の由牧PゐZ).その由J2

形に郷 の建ての反旗が分らLJIば出し柑こい
が促に特科に 佃DArrbenJ'us式にて鼓し
うるとtILばi11兆撫側としてa) ･PT COnSt
上b,

TkeXIfEr corlSt.又は7-BeRIHr･(.1)
(3)は前縦で柑 式とrl･】じであb.これに'Jl
群,蒸菅が牧-El'時llLIT'の耶JTT:･1･入れて火
御 D類火時Fmを 7',とすると
(T'.-T')aEk uR' ･4)

粕 oii1兆 - )は 7,-C弓 と征 くと
上く441式にて安はしうろことを知った｡
(3) 頻火の韻井Zt.

東経{,食火D軌 王以外虎がイ佃 することは
周知{･あ9.似 性件式の誘gLも行はrtてい

る｡そo鼓も｢艮的な形牲

logP.-A+キ (A･Bは紬 )･ ([･)

である｡火葬の菅火の省令もその切削油投が

兼用敬火にJJbとする｣ニ止の推aからすれば

気体i腺 の時と禰斎址は淋るが瓢 のIA外旋

伴がイ(-血する皆である.BDち(u)の油絵で知
った抜TLEuも卯二虫のTltJ.はく6)式のFJ1兆雌に封
感するものと堵えらJtる｡雅11tが多けnば分
解.槻 ガスも多く経てfEモいzA叶でもEu界炭

lこifL易く類火し易いし薄井の容はbミ小さい
時 BFlq班である,,背fえと郎JJがLt例するとす
ltば限界rtWと覇火･.ll.Tの脚韻は

logW-A+･? し,,)

で来される｡火堕の船 取外喝を測定するこ

とは可成b図鑑であって.阻3のrJt外見曲投
那(6ノ式L二通合すF.か否かは,生 じうる種多
の集苗のため不明妊 Cliあるが甜何とでて柱
大F6-で鼓すろばでbる｡

t4) 火帯封の萄火t女鹿する稚田子

化合火頚PIが専火すLにkZ:一点t:先づ分解
が生11ることが必要である｡そしICこれは主
として尽分千分解禁紳t二誠 く分解でbらうと
恩はれる. RogtnskyO)はAugeT劾兆を弟へ

界分子分ポD牧子用盆と腺指し,適度回虫 と

t芳 L.~品 ･ (7)
を持た｡ こ.>l二QはJi蓉熱,Eは組 と=ネt･
ギーである｡

このJC主尺蝶鵡腔 にHL..めで反軌 ･'L･導入し

I:もの<あIDIE研tも化エTLルギーEが小でh
珊 Qが人･'JるL.)蚊境速まは早いことと〃モし
ている｡ALlgtlr効典riEが大であってもQ
L5L人であrtは(E+Q)の徳政がETfるエ71
ルギーを抑旧すろ紙AL/Jl頗迎腔が大Tiること

を辿ぺこれがし7)JでkBZはIlTいる.経て火
準の分解に放てもこの手玉FI劾児bSFqはれうる
とすればその分析甥唆Zz支党するもの'まT7i樵

化エ*.JLrギーのみICIiTJくて(Q+冗)l′Eな
るfi仇 も文花ZllJ慾唯を姑つことにT3る.,
又先細反古に放て帝大が生するE_uf鼻即 f･jt

としては銭鰍握･)はiQE+i -1(8-i
エTLルギー糾 CIttを得 た｡ ●(JZJ

火苛の類火では従IC分解l:黙しての

等 と釧 - ‥- ての ギ ー,;ら
丑が一浪的TL珊必性を持つ囚7-である｡用が
EtiH)ことに寸々Jtb･舞絵で求めうるの11反Jt

魚QDみであってEの低は涙厳が課程な触
枚合反古<あるf:め刊広確認し軽いのでこヽ
では軌金的にこtlbの丑の瓜資性を子細 する
にJヒめ1:い｡
攻に火車mの甘桝も性ldLと焚火･liとの附W.也
について-7TL.tう｡元朱恐欠点は分子帝政

では73日k#T3柁虫であb久瀬栓抜件に左拓
芸Ltるので-J2には融.(.(,沸,1.I..熱篭軌 ′k

成典.租5R丑年 との平行性は殆ど見 らL'LrJ
い○

稚.粗は EklytleV(I)に上b疋鋭さLt教火･'A

f(江〕fl火事のけ先(=対しAlldTeeWll(Q+E)

が介附 子nPl'こ棚 されるとLド-坐 t

J与った517･がぶ分析分子に石斧するとそのEi占■

JfJエe-O:-E)JRT ･e如 しうらとし7=8 CTr
art,,FArad S∝ BL (1幻与)797)雀はこ叫 LiF
のli企1_･サltlと考えているがこttは勿芸正し(1L

い｡又yi乃～士(火色三軍(1939)ヰal)は延や正虻

州 丘として QIEE･ と郎 た｡ j!n+i ほ

ATdreey の云～Elfあるb
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とのZP行蛙が柿加され[二が彼の沸L:ni庶墨の
棚 より外押 しT:もので常男で披講竜と何

時L=分片も生じてきり沸J.'iに昏 b読点と3>く
のは無理とむはれる,勿脚 点の低いものは

兼敏しぶく栽flJ硬火が生 じ易t,tけれども重く
介書と作はね書きr:i菅火は生 じJLい｡
頼太鼓,敢棚 不足丑,】焦壊乱 脚 .

及びは敬称 ま何れもJ'DJl･絹地l:逝 く瓦ひL二四
過し1ー故地でめり,こLlらの仇が焚火.占忙何
科 ､のti管を卯-ることはLBえられる｡点L
JpLLlも耶6-LTiLt.例1封l和まlL仙せれ ので あっ
て.以上の空押赦lv'lL二は化や灰塵と批す血が全
くT.'いこと上t)も田島の見出ゼn方が埠ろ常
がであらう｡
肋述した如 く焚火i:-ik偲する一つの皿泌lJ:

るのでその澄雄では触 熱が滋 も節操が好
いC又今-つの図7-は分#反古rE封するもの
であるがこれは分子の1事迭特l-L好子問許合エ

ネルギーの*小とその分収 こ1る席が .̂でb

らうからそれlこ対して節二池的lこ喝軸 ,坐
成熱等の地力EP舛するものと巴はれる｡ (坐
成熱 1_拙 合エネルギーに封しては別双手凧)
(5) 戦火IJ･.のJk他について
上記の爽投の'11=す如 く導火占は倭めて35袋
旋件に左右さIl易い相対的な紙であってr.fT
仰有のtd取では(jtrL｡経て一つの火巧に対 し

特定の恐れ/Jを秘史するととは不可能で^っ
てそのti肌L=rt常L=米独技件t,妃載すべきで
ある｡従琳況定者にJZ)花Tr典つT:他が朋へ
られているのもこの1:めであるが.今比t空の･

凶Jl三先劫戊Qの (Q⊥E)/E でZlるがこの ためその代矢的1>-ものt･袈8に示す｡
寄合の反Ft敷Qは捷最もの仇に荘vtと考えう

妙 化合火準薪の竜火.̂1.

: 宕 : 庵 蓋 冨嘉 n品 ;是 編 崇 耐 Ak(Gi蓋 覇,
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幼竹で著者が実21=京 した第-泌 こ1る滋と ているし.又Dattaの卯 口竜火点と7f者那-
界焚火瓜の仏 と本宅80)第二鋲に上る戦火Fh' 津の持時榊 ÷抄の位も特一丑 している｡沸定
及び W A SA G の低とはfaね良く一致し 方法の鼎る戦火.占のLl(を比較すると夫Jtの物
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野の焚火軸性4,理解することが山氷る｡

む ナ び

以上智kはこの二つの袋故により化合火棄
却の蛍火女様Jtの角腔か らtB対 して二三の知

見を相.それに濃いで硬火の膿膳を推恕しそ

LLが分解ガス粕の戊敵と鑑 rLiとし且つ圭蚊嫉_

とすると云 う魚相身火丑を速べた｡最近の渉i

外情報に1ると Andreew 非他けり;粁者 と

郊似し丁二研究を行っている仕であるが部Jilが
不uJiでそれについて捻附 し紺T3かつ1このは域

金であった｡

寿軒先に符 5初巻格た都はgと岨つ1:山本

軌触 投並びに熱心に爽Eaを竣功せられ1=米

川伺昭智に深謝D苛を炎す る｡
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固体混合物の燃蟻席捲現象に関する研究

(昭 和 ゴーHF6JJC2F;空 n)

若 木 正 敏●

I ) # T

固体混合物の糖鎖L#描逮皮Lこ関する研究は
れる｡

･15位的にも軸 的にも経木余りCの例を見T5 本研究の印加な-7-クは戦災に上り失つ7こ

いが折 djg金紙狐にItllfJEiA的rEは.間 のでこ､では一般現盆について上り述べ絡 fS

作況食物q)怜切断 81Jt鮫に も-定の塀向がIL いなは追悼であるが,しかし女に捜光的 fこの
られ饗鰍的収収ひも必やしも不nl能ではなく べる雅邦はいづれも他多の姫蛤的DE炎に拡づ

中にはFZil件混合物の捻鮒 描現救lこ冬押】と弔 いで居るものでありr掛 こ本間組を放 り故は

へ られる細めて興味軌 一現象も見られ 今後 れる諸氏のia武を希蓬したいo

o.T 壬砦 ITr肝 LTT. I.LO蛸 L=加 . 工)- Ill- 方斗




